
〔
鈴
木
や
す
子
議
員
〕
新
市
立

病
院
建
設
に
む
け
て
、
候
補
地

選
定
と
道
路
整
備
に
市
長
の
強

い
意
気
込
み
を
感
じ
る
。
た
だ

し
同
時
に
、
ど
の
よ
う
な
立
地

に
な
ろ
う
と
も
、
公
共
交
通
の

拡
充
・
整
備
は
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
る
。
現
行
の
巡
回
バ
ス

の
利
用
は
ど
う
か
。

〔
白
橋
茂
市
長
公
室
長
〕
市
内

巡
回
バ
ス
と
地
域
巡
回
バ
ス
の

利
用
者
は
６
万
数
千
人
で
推
移

し
て
い
る
。

〔
鈴
木
議
員
〕
こ
の
12
月
１
日

か
ら
中
郷
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

の
路
線
バ
ス
の
減
便
が
あ
っ
た
。

対
応
策
は
ど
う
か
。

〔
市
長
公
室
長
〕
市
巡
回
バ
ス

の
乗
降
を
増
加
す
る
こ
と
で
、

12
月
７
日
よ
り
対
応
す
る
。

〔
鈴
木
議
員
〕
市
の
地
域
公
共

交
通
会
議
の
取
り
組
み
は
、
現

在
は
民
間
業
者
の
動
向
を
み
な

が
ら
、
そ
の
穴
埋
め
と
い
う
形

と
み
え
る
。
今
後
、
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

〔
石
田
奈
緒
子
副
市
長
〕
巡
回

バ
ス
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
予
定
で
あ
り
、
利
便
性

や
費
用
対
効
果
な
ど
総
体
的
に

協
議
し
、
よ
り
良
い
も
の
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。
民
間
活
用

を
ベ
ー
ス
に
考
え
て
い
く
。

〔
鈴
木
議
員
〕
誰
も
が
必
要
な

場
所
に
必
要
な
時
間
に
安
価
に

使
え
る
交
通
機
関
の
網
の
目
を

つ
く
る
の
は
、
行
政
の
役
割
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
私
ど
も
日

本
共
産
党
市
議
団
で
視
察
し
報

告
も
し
て
い
る
が
、
長
野
県
の

木
曽
町
で
実
施
し
て
い
る
巡
回

バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を

併
用
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
参
考
に
し
て
は
ど
う
か
。

〔
豊
田
稔
市
長
〕
市
民
の
た
め

に
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
機

関
の
整
備
に
行
政
も
積
極
的
に

か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
。

〔
鈴
木
議
員
〕
い
わ
ゆ
る
生
ゴ

ミ
は
、
か
つ
て
は
農
作
業
の
場

面
で
も
、
食
生
活
の
場
で
も
、

循
環
・
再
利
用
さ
れ
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
清
掃
セ
ン
タ
ー
が

扱
う
生
ゴ
ミ
の
現
状
は
ど
う
か
。

〔
大
友
正
道
環
境
産
業
部
長
〕

家
庭
系
ゴ
ミ
と
事
業
系
ゴ
ミ
す

べ
て
焼
却
処
分
し
て
い
る
。
重

量
で
18
年
度
３
４
０
４
㌧
、
19

年
度
２
８
１
１
㌧
、
20
年
度
２

６
１
０
㌧
と
減
少
傾
向
に
あ
る
。

現
在
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
と
電
動

式
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
設
置
補
助

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

〔
鈴
木
議
員
〕
い
つ
ま
で
も
ゴ

ミ
処
理
と
い
う
考
え
で
な
く
、

循
環
で
き
る
資
源
と
し
て
利
用

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
ち
の

魅
力
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
も
で
き

る
は
ず
で
あ
る
。
ゴ
ミ
を
出
す

と
こ
ろ
、
そ
れ
を
再
処
理
し
て

堆
肥
化
に
し
た
ば
あ
い
の
利
用

を
市
行
政
が
中
継
ぎ
に
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
も
考
え
る
と
き

で
は
な
い
か
。

〔
環
境
産
業
部
長
〕
循
環
型
社

会
へ
の
取
り
組
み
は
必
要
と
考

え
て
い
る
。
今
後
の
検
討
委
員

会
で
議
論
し
た
い
。

〔
鈴
木
議
員
〕
２
０
１
１
年
７

月
で
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

放
送
が
打
ち
切
り
に
な
る
。
茨

城
県
内
で
も
デ
ジ
タ
ル
で
の
試

験
放
送
が
始
ま
り
、
受
信
状
況

が
調
査
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

進
捗
状
況
と
調
査
、
広
報
周
知

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

〔
市
長
公
室
長
〕
12
月
16
日
に

市
内
関
本
の
中
継
局
が
開
設
予

定
で
あ
る
。
ほ
ぼ
全
域
で
受
診

可
能
と
な
る
が
、
２
％
と
見
込

ま
れ
る
難
視
聴
世
帯
な
ど
つ
い

て
調
査
中
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
新
た
な
対
応
策
も
用
意
さ
れ

て
い
る
。
市
内
７
ヶ
所
で
地
域

説
明
会
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、
お
年
寄
り
世
帯
に
は
民
生

委
員
に
よ
る
声
か
け
な
ど
も
お

願
い
し
て
い
る
。

〔
鈴
木
議
員
〕
国
は
、
地
デ
ジ

化
を
強
引
に
す
す
め
て
い
る
。

も
し
不
都
合
な
問
題
が
あ
れ
ば
、

住
民
に
一
番
近
い
自
治
体
が
国

に
声
を
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

次
に
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

進
捗
状
況
は
い
か
が
か
。

〔
市
長
公
室
長
〕
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
利
用
可
能
地
域
は
世
帯
数
で

約
８
割
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
を
く
わ
え

れ
ば
９
割
が
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

に
対
応
で
き
て
い
る
。
い
っ
ぽ

う
、
磯
原
町
大
塚
や
関
南
町
神

岡
、
お
よ
び
市
内
の
ほ
ぼ
西
側

の
地
域(

山
間
部
含
む)

、
約
１

割
の
世
帯
が
未
整
備
で
あ
る
。

今
後
、
新
た
な
事
業
計
画
を
た

て
、
山
間
部
ふ
く
め
整
備
を
す

す
め
る
予
定
で
あ
る
。

〔
鈴
木
議
員
〕
現
代
は
情
報
社

会
で
あ
り
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
に

格
差
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
、
整
備
は
し
っ
か
り
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
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12
月
４
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
市
議
会
本
会
議
に
お
け
る

日
本
共
産
党
の
鈴
木
や
す
子
議
員
の
一
般
質
問
の
大
要
を

報
告
し
ま
す
。

交
通
機
関
の
網
の
目

整
備
は
行
政
の
役
割

生
ゴ
ミ
の
資
源
化
・

有
効
活
用

地
デ
ジ
対
応
と

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備

12月５日、高萩市総合福祉センターで、人権啓発講演

会が開催されました。講師は、ベストセラー『世界がも

し100人の村だったら』の翻訳で知られる池田香代子さ

ん。世界の人々の人権と、日本人の食料輸入・地産地消

とをつなげて訴える視点などが新鮮でした。

（裏面に関連記事）

（冬のよびかけ）


